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成⻑軌道へ

企業価値の向上

ステークホルダー
に貢献

2 0 2 0 中 期 経 営 計 画
抜本的な構造改⾰

収益の向上

体質の強化

こ れ ま で

経営理念

ビジョン

中期経営計画

特殊にこだわるDNA

達 成

再 建 か ら 成 ⻑ 軌 道 へ
1 . 2 0 2 0中期経営計画の位置づけ
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永続的に成⻑する企業への変⾰を実現し、
すべてのステークホルダーに

貢献する

2017 2020

安全・健康

働 き が い の あ る 職 場

処 遇 改 善

⾼ 品 質

適 正 価 格

短 納 期

安 定 購 買

適 正 価 格

技 術 協 ⼒

安定配当

株価上昇

株主価値の向上

環境保全

地域貢献企業市⺠としての⾃覚

改⾰への挑戦

⽬標数値へのこだわり

安全・コンプライアンスの優先

経 営 ロ ー ド マ ッ プ
1 . 2 0 2 0中期経営計画の位置づけ
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連 結 売 上 ⾼ ・ 営 業 利 益
2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

• 主要製品の 19 年度下期における回復を想定して業績予想
を 設 定 、 公 表 し た が 、 景 気 回 復 の 遅 れ に よ り 下 ⽅ 修 正 の
やむなきに⾄った。

2019 2019 2020 2019
（百万円・%） 当初計画 実績⾒込 計 画 実績⾒込⽐

連 結 売 上 ⾼ 19,000 16,800 21,000 +4,200

連 結 営 業 利 益 2,300 1,730 3,000 +1,270

連結営業利益率 12.1 10.3 14.3 +4.0

（8,602）

（989）

（11.5）
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12,310 

8,580

110 
21,000

（百万円）

連 結 売 上 ⾼ :  分 野 別
2019 2Q
進捗率

51.2％

2020 計画

2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

(2Q 6063)
11,799 

(2Q 3,381) 
6,847

140

電線・ヒータ デバイス その他

18,786

2018 実績

12,020 

6,860 

120 
19,000

10,790 

5,890 
120

16,800

2019 実績⾒込当初計画

（2Q  2,958）

（2Q  5,581）
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1,500 

1,620 

▲120 

3,000
（百万円）

連 結 営 業 利 益 :  分 野 別
2019 2Q
進捗率

57.2％

2020 計画

2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

(2Q 899)
1,605

(2Q 298) 
638

▲131

電線・ヒータ デバイス その他

2,113

2018 実績

1,553

914

▲168

2,300

1,300

600

▲170

1,730

実績⾒込当初計画

（2Q  362）

（2Q  701）

2019
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事 業 全 体
2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

 2019年度は当初業績予想に対して減収・減益
• 19年度下期における景気回復を想定していたが、これが

遅れており、上期終了時点で電線・ヒータ分野、デバイ
ス 分 野 と も に 下 振 れ た た め 、 当 初 の 通 期 業 績 予 想 か ら
売上⾼△11.6％、営業利益△24.8％の下⽅修正。

 景気後退の影響から全体的に低調な2019年度
• 売上⾼は、コンタクトプローブ、焼付線、鉄道ケーブル

の 受 注 が 減 少 、 ヒ ー タ 製 品 も 伸 び 悩 み 、 当 初 計 画 よ り
減 少 の ⾒ 込 み と な っ た 。 ⾼ 性 能 同 軸 ケ ー ブ ル の 拡 販 も
遅れている。

• 営業利益は、売り上げ減少の影響からコンタクトプロー
ブが当初計画を⼤きく下回り、焼付線、配線材、ヒータ
製品も当初計画を下回る⾒込みとなった。

• ⼀ ⽅ で 、 昨 年 度 ⽴ ち 上 げ た フ ィ リ ピ ン の 新 ⼯ 場 は ほ ぼ
計画どおり順調に推移。利益は回復。
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電 線 ･ ヒ ー タ

⾃ 動 ⾞

2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

 ⾼性能同軸ケーブルの拡販遅れと鉄道ケーブルの減少
• 注⼒製品の⼀つである の拡販遅れが続いている。
• 鉄道ケーブルや配線材は需要減により低調となった。

 堅調な三層絶縁電線
• 三層絶縁電線は堅調で、当初の計画並みとなる⾒込み。

全体の売り上げ・利益の下⽀えとなっている。
• 増産投資は2018年度に完了。

 伸び悩むシート⽤ヒータ線
• 受注増に対する増産投資は上期に完了し、着実に売り

上 げ を 伸 ば し て き た が 、 当 初 計 画 に 対 し て は 減 少 の
⾒通しとなった。
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デ バ イ ス - 1 -
2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

 売り上げ減少のコンタクトプローブ
• 景 気 後 退 、 半 導 体 関 連 需 要 減 少 の 影 響 か ら

前 年 同 期 ⽐ 減 少 、 当 初 の 計 画 に 対 し て も ⼤ き く
減 少 し た 。 在 庫 調 整 が 終 わ り 受 注 増 に 向 か う 気 配 は
若 ⼲ あ る が 、 ま だ 弱 い 。 増 産 、 ⽣ 産 効 率 向 上 、 品 質
向 上 の 設 備 投 資 は 上 期 に 完 了 し 、 受 注 回 復 す れ ば
す ぐ に ⽣ 産 で き る 状 態 を 維 持 。

• 利 益 ⾯ で は 、 ⾼ 収 益 品 が 減 少 し 、 ⼤ ⼝ 顧 客 か ら の
受 注 減 少 に よ る ⼯ 場 稼 働 率 低 下 の 影 響 か ら 、
当 初 計 画 を 下 回 っ た 。

• コ ン タ ク ト プ ロ ー ブ の 不 振 は 、 デ バ イ ス 分 野 の 当 初
計 画 ⽐ 下 振 れ 要 因 の ひ と つ 。
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デ バ イ ス - 2 -
2 . 2 0 1 9年度の⽬標達成状況

 サスペンションワイヤの利益回復
• 得 意 先 の 在 庫 調 整 が 終 わ り 、 売 り 上 げ は 回 復 。

売 り 上 げ 、 利 益 と も に ほ ぼ 当 初 計 画 ど お り の ⾒ 通 し 。

 順調なフィリピン⼦会社の新⼯場⽴ち上げ
• 昨 年 度 ⽴ ち 上 げ た フ ィ リ ピ ン ⼦ 会 社 の 新 ⼯ 場 は 、

順 調 に 推 移 し て お り 、 利 益 は 回 復 し て い る 。

 めっき線他の利益減少
• 中 国 ⼦ 会 社 で 、 ⽶ 中 貿 易 摩 擦 の 影 響 も あ り 、 焼 付 線

の 売 り 上 げ が 減 少 。 当 初 計 画 を 下 回 る ⾒ 通 し 。
• め っ き 線 の 不 振 は 、 デ バ イ ス 分 野 の 当 初 計 画 ⽐

下 振 れ 要 因 の ひ と つ 。
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設 備 投 資 :  分 野 別 進 捗 状 況

設備投資額（ 連 結 ）

4,200百万円

2 0 1 8 - 2 0

3 . 設備投資の進捗状況

電線･ヒータ分野 474百万円

デバイス分野 446百万円

研究開発・その他 178百万円

合 計 1,098百万円

（2Q累計実績）302 百万円

（2Q累計実績）76 百万円

（2Q累計実績）353 百万円

（2Q累計実績）731 百万円

2019設備投資⾒込み
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設 備 投 資 :  分 野 別 進 捗 状 況
3 . 設備投資の進捗状況

適時適切な設備投資で、さらなる成⻑軌道へ。

電
線
・
ヒ
ー
タ

デ
バ
イ
ス

研
究
開
発
・
そ
の
他

407 708 167

2018-2020
計 画

2018
実 績

4,200
1,282 百万円

2019
実 績 ⾒ 込

2,380

474
(2Q 302)

446
(2Q 353)

178
(2Q 76)

電
線
・
ヒ
ー
タ

デ
バ
イ
ス

研
究
開
発
・
そ
の
他

1,098
(2Q 731)
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研 究 開 発 :  各 テ ー マ の 進 捗 状 況
4 . 研究開発の進捗状況

 ⾼周波 IC測定冶具の開発
• 世界最速の12 .5GHz半導体⽤測定冶具を販売中。
• 次世代の26GHz半導体⽤測定冶具を開発中。

 ⾼耐熱の⾞載⽤フレキシブルフラットケーブルの開発
• ⾞載⽤⾼耐熱材料を開発中。

 狭ピッチ半導体検査⽤プローブの開発
• 狭ピッチ⽤コンタクトプローブの各要素技術について開発中。

 銅箔両⾯基板の開発
• 顧客ニーズのある耐熱性の向上について、検討を開始。

 ⾼感度温度センサ向け新材料の開発
• 温度センサ特性を改善したヒータ線を試作中。
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研 究 開 発 費 の 発 ⽣ 状 況
4 . 研究開発の進捗状況

独⾃の技術で、“TOTOKUにしかできない”
新製品を開発する。

2018-2020
計 画

2018
実 績

百万円

2019
実 績 ⾒ 込

730
240

(2Q 124)
248

488
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 ターゲット市場
電 動 ⾞（ 電 気 ⾃ 動 ⾞ ・ ハ イ ブ リ ッ ド ⾞ な ど ）の
モ ー タ ー イ ン バ ー タ ー ⽤ I G B T ト ラ ン ス

 市場予測
年 平 均 17 ％ の 市 場 拡 ⼤ を ⾒ 込 む 。 想 定 ど お り に 拡 ⼤
している。

 当社の⽅向性
想 定 ど お り に 受 注 は 増 加 し て い る 。 製 造 能 ⼒ を 拡 ⼤ し 、
増 加 す る 受 注 を 確 保 し て い る 。 今 後 は ⽤ 途 拡 ⼤ の
可能性も模索していく。

5 . 市場戦略の進捗状況

⾼ 耐 圧 複 合 電 線
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 ターゲット市場
半導体検査装置、USB3 .1規格の情報機器、5Gなど。

 市場予測
現 時 点 で は 半 導 体 検 査 装 置 、 U S B 3 . 1 機 器
( V R 関 連 ) 分 野 で の 売 り 上 げ は 拡 ⼤ し て い な い が 、
中 期 的 に は タ ー ゲ ッ ト で あ る 。 新 た に 5 G 市 場
で の 拡 販 の 可 能 性 が 出 て き た 。

 当社の⽅向性
現 時 点 で は 5 G 市 場 の 可 能 性 が 最 も ⾼ い た め 、
当 ⾯ こ れ を 最 優 先 に 進 め て い く 。

⾼ 性 能 同 軸 ケ ー ブ ル
5 . 市場戦略の進捗状況
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三 層 絶 縁 電 線

 ターゲット市場
電源トランス

 市場予測
2 0 1 8 年 度 4 Q は ⼤ 幅 減 、 そ こ か ら 回 復 傾 向 。
中 期 的 に は 、 当 社 の 三 層 絶 縁 電 線 に 対 す る 需 要 は
電 ⼦ 機 器 の ⼩ 型 化 ・ ⾼ 機 能 化 に 伴 い 増 加 す る も の
と 考 え る 。

 当社の⽅向性
⼩ 型 化 や ⾼ 速 ・ ⾼ 周 波 へ の 対 応 、 低 損 失 と い っ た
特 ⻑ を 活 か し 、 市 場 成 ⻑ 率 を 上 回 る 売 り 上 げ 拡 ⼤
を ⽬ 指 す 。 ま た 、 三 層 絶 縁 電 線 と し て も 電 動 ⾞
関 連 市 場 へ の 参 ⼊ を 図 る 。

5 . 市場戦略の進捗状況
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シ ー ト ⽤ ヒ ー タ 線

 ターゲット市場
シート⽤ヒータ線

 市場予測
従来どおり、中期的には年平均3% 程度の成⻑を⾒込む。

 当社の⽅向性
現 状 の 得 意 先 を 確 保 し つ つ 、 新 製 品 開 発 ・ 拡 販 活 動 を
進め、市場成⻑率を上回る売り上げの増⼤を図る。

5 . 市場戦略の進捗状況
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コ ン タ ク ト プ ロ ー ブ

 ターゲット市場
基板検査、半導体検査

 市場予測
現 時 点 で の 半 導 体 検 査 市 場 動 向 は か な り 弱 含 み だ が 、
中 期 的 に は 年 平 均 8% 弱 の 成 ⻑ を ⾒ 込 む 。
⾃ 動 運 転 や AI の 技 術 開 発 に 伴 い 基 板 の さ ら な る
⼩ 型 化 ・ ⾼ 性 能 化 が 求 め ら れ 、 当 社 の 拡 ⼤ 可 能 性 は
⾼まると考える。

 当社の⽅向性
基 板 の ⼩ 型 化 ・ ⾼ 性 能 化 に 対 応 し て よ り 細 く 、 強 い
プローブを開発し、新市場開拓、シェア・売り上げの拡⼤
を⽬指す。

5 . 市場戦略の進捗状況
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 市場予測
5G市場の⼤幅な拡⼤とともに、関連する⾼周波機器や
ケーブルの需要も拡⼤すると予想される。
年平均15%超のケーブルの需要増を⾒込む。市場とし
ては想定どおりに拡⼤していると考える。

 当社の⽅向性
5G 関 連 の 需 要 増 ⼤ に 乗 り 遅 れ な い よ う 、 ブ ラ ン ド の
確⽴、拡販活動、資材調達、⼯程改善を進める。

マイクロウェーブ⽤同軸ケーブルアセンブリ
5 . 市場戦略の進捗状況

 ターゲット市場
5G、⾼周波機器
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GeeDOMEを使⽤した三層絶縁電線 -1-
6 . 新製品の紹介

 強磁性層をもつ特殊マグネットワイヤ
• 当 社 の 特 殊 マ グ ネ ッ ト ワ イ ヤ は 、 磁 ⽯

を 近 づ け る と く っ つ く 性 質 を 持 っ た 強 磁 性 体 で
銅 線 の 周 り を 覆 い 、 そ の 上 に 絶 縁 材 料 を 焼 き 付 け
た も の 。 こ れ を 複 数 よ り 合 わ せ た リ ッ ツ 線 を 導 体
と し 、 当 社 独 ⾃ の テ ー プ 巻 き 技 術 に よ っ て 絶 縁 被
覆 を 施 し た 三 層 絶 縁 電 線 を 開 発 し た 。

銅 強磁性層 エナメル被覆層

ジ ー ド ー ム
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GeeDOMEを使⽤した三層絶縁電線 -2-
6 . 新製品の紹介

 ⾼周波帯で求められる電流損失への対応
• 2 本 の 銅 線 に 同 じ ⽅ 向 の 電 流 が 流 れ て い る と き 、

隣 の 線 と 接 近 し て い る 側 の 電 流 が 流 れ に く く な る
現 象 が あ る （近接効果） 。 こ れ は 、 隣 の 銅 線 か ら
磁 気 が ⼊ り 込 み 、 元 の 電 流 を 打 ち 消 す ⽅ 向 の 電 流
が ⽣ じ る こ と で 起 き る 。

• 磁 場 の 変 化 が 激 し い ⾼ 周 波 帯 域 で は 近 接 効 果 が
よ り 強 く 表 れ 、電流の損失が ⼤ き く な る 。

銅線の電流密度分布（断⾯図イメージ）
⾚から⻘に向かうにしたがって電流の流れが悪くなる。
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GeeDOMEを使⽤した三層絶縁電線 -3-
6 . 新製品の紹介

 電流損失を抑え⼩型化・発熱の抑制に貢献
• は 、 強 磁 性 体 の 磁 気 を 遮 る 働 き に

よ っ て 近 接 効 果 を 低 減 し 、 電 流 の 損 失 を 抑 え る
こ と が で き る 。 1 , 0 0 0 k H z の ⾼ 周 波 数 帯 で は 銅 線
に ⽐ べ て 電 流 の 損 失 を 約 3 0％低 減 す る 。

• を 使 ⽤ し た 三 層 絶 縁 電 線 は 、 次 世 代
パワー半導体のトランス等 ⾼ 周 波 部 品 の⾼効率化
を 実 現 し 、 機 器 の⼩型化や発熱の抑制に 寄 与 す る 。

GeeDOMEの電流密度分布（イメージ）
均⼀に電流が流れる。 トランス等の巻線⽤材料に使⽤される

抵
抗
変
化
率

▲30%

銅リッツ線

GeeDOMEリッツ線
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GeeDOMEを使⽤した三層絶縁電線 -4-
6 . 新製品の紹介

 注⽬される次世代パワー半導体
• 電 ⼒ の 制 御 や 変 換 を ⾏ い 、 ⼤ き な 電 ⼒ を 扱 う こ と

の で き る パ ワ ー 半 導 体 の 需 要 は 拡 ⼤ し て い る 。
電 動 ⾞ の 速 度 を コ ン ト ロ ー ル す る 、 太 陽 電 池 の
電 ⼒ を 安 定 し た 周 波 数 の 交 流 に 換 え て 送 電 す る 、
停 電 時 に 少 な い 電 ⼒ で U P S を 作 動 さ せ て ⼤ き な
電 ⼒ を 供 給 す る と い っ た 場 ⾯ で 使 ⽤ さ れ る 。

• 昨 今 シ リ コ ン に 代 わ る次世代材料を ⽤ い た パ ワ ー
半 導 体 に 注 ⽬ が 移 り つ つ あ る 。 次 世 代 パ ワ ー 半 導
体 は よ り ⾼ い 周 波 数 帯 域 で 使 ⽤ さ れ る た め 、
ト ラ ン ス 向 け 巻 線 ⽤ 材 料 に は 、⾼周波での電⼒損
失を低減させるニーズが よ り ⼀ 層 ⾼ ま っ て い る 。
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GeeDOMEを使⽤した三層絶縁電線 -5-
6 . 新製品の紹介

 次世代パワー半導体の市場拡⼤に期待
• 次 世 代 パ ワ ー 半 導 体 は 、 2 0 2 0 年 以 降 、 電 動 ⾞ の

メ イ ン イ ン バ ー タ へ の 採 ⽤ が 進 む な ど 需 要 の 増 加
が 予 想 さ れ 、 世 界 市 場 は 2 0 3 0 年 に 2 0 1 8 年 ⽐
1 7 倍 の 6 , 8 0 0 億 円 を 超 え る ⾒ 通 し と な っ て い る 。

の 特 性 を よ り ⼀ 層 ⽣ か す こ と の で き
る 次 世 代 パ ワ ー 半 導 体 の 市 場 拡 ⼤ が 期 待 さ れ る 。
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上 ⽥ 事 業 所 に 新 ⼯ 場 を 建 設 - 1 -
7 . 上⽥事業所リニューアル

 上 ⽥ 事 業 所 （ ⻑ 野 県 上 ⽥ 市 ） は 1 9 6 1 年 に 建 設 し た
も の で 、 増 築 、 改 修 し な が ら 操 業 を 続 け て き た が 、
⽼ 朽 化 が 進 ん だ 建 屋 に 対 し て 抜 本 的 な 対 策 が 必 要
な 状 況 に あ り 、 当 社 の 中 ⻑ 期 的 な 成 ⻑ 実 現 の た め 、
敷 地 内 で 最 も 古 い 建 屋 を 撤 去 し 、 新 ⼯ 場 を 建 設 す
る 。

 鉄 ⾻ 造 2 階 建 、 延 べ 床 ⾯ 積 は 約 8 , 2 0 0 ㎡ 、 建 設 費 ⽤
は 約 1 6 億 円 を ⾒ 込 む 。

 1 階 は 三 層 絶 縁 電 線 の ⽣ 産 エ リ ア と 倉 庫 、 2 階 は
コ ン タ ク ト プ ロ ー ブ の ⽣ 産 エ リ ア と 事 務 所 ・ ⾷ 堂
と す る 。

 両 製 品 と も に 、 需 要 の 増 加 に 対 し て 増 産 投 資 を
完 了 し た が 、 現 在 の ⽣ 産 エ リ ア が ⼿ 狭 で あ り 、
新 建 屋 に 移 管 し て ⽣ 産 効 率 向 上 と 作 業 環 境 の 改 善
を 図 る と 共 に 、 構 内 物 流 の 効 率 も ア ッ プ さ せ る 。
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上 ⽥ 事 業 所 に 新 ⼯ 場 を 建 設 - 2 -
7 . 上⽥事業所リニューアル

 安 全 で 働 き や す く 、 福 利 厚 ⽣ お よ び 環 境 ⾯ に 配 慮
し た 建 屋 と し て 、 屋 上 に 太 陽 光 発 電 装 置 を 設 置
す る 。

 今 年 の 1 1 ⽉ に 着 ⼯ し 、 竣 ⼯ は 来 年 1 0 ⽉ を 予 定 す る 。

新⼯場完成予想図
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■注意事項
本資料は、2 0 1 8年度から2 0 2 0年度における当社の

経営⽅針をまとめたものです。
本資料上の売上・利益等は直近で当社が⼊⼿し得る

情報に基づき策定したものであり、将来の事業環境
の変化等により変わることがあります。


